
７
月

日
、
２
０
２
３
年
度
動
労
千
葉
を

29

支
援
す
る
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
総

会
で
は
山
本
事
務
局
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ

を
行
い
（
別
掲
）
、
運
動
方
針
案
を
織
田
事
務

局
次
長
が
提
起
し
た
後
、
動
労
千
葉
か
ら
関

委
員
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
討
論
が
行
わ
れ
た
。

各
地
か
ら
活
発
な
意
見

討
論
で
は
各
地
の
参
加
者
か
ら
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
た
。

新
潟
か
ら
は
、

月
集
会
の
存
在
意
義
の

11

大
き
さ
、
労
働
組
合
を
回
り
国
鉄
闘
争
や
物

販
の
話
を
す
る
こ
と
の
重
要
さ
が
語
ら
れ
た
。

ま
た
、
取
り
組
み
に
当
た
っ
て
、
自
分
た
ち

の
殻
を
破
る
こ
と
、「
こ
の
人
は
無
理
だ
ろ
う
」

と
判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
を
打
ち
破
っ
て
い

く
こ
と
、
本
気
で
や
る
と
い
う
こ
と
が
強
調

さ
れ
た
。
ま
た
、
自
治
体
の
自
衛
隊
募
集
へ

の
協
力
と
い
う
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
た
。

木
更
津
か
ら
は
、
久
留
里
線
廃
線
反
対
の

取
り
組
み
の
中
で
、
住
民
説
明
会
で
も
次
々

に
反
対
の
声
が
上
が
る
地
域
の
実
情
が
語
ら

れ
た
。
「
昼
間
に
５
時
間
も
列
車
が
走
っ
て
い

な
い
」
「
使
い
た
く
て
も
使
え
な
い
」
「
子
供

が
高
校
に
久
留
里
線
で
通
っ
て
い
た
が
、
通

学
の
足
を
確
保
す
る
た
め
に
廃
線
は
や
め
て

ほ
し
い
」
「
赤
字
と
い
う
が
駅
の
清
掃
も
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
」
な
ど
の

声
が
紹
介
さ
れ
た
。
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支
援
す
る
会
が
踏
み
出
す
一
歩
で

・

労
働
者
集
会
の
大
結
集
実
現
を
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19



そ
の
他
に
も
、
組
合
回
り
の
現
状
、
墨
東

病
院
独
法
化
撤
回
の
闘
い
、
西
武
・
そ
ご
う

で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
に
つ
い
て
報
告
・
意

見
が
出
さ
れ
た
。

「
闘
い
の
先
頭
に
た
と
う
」

そ
の
後
、
今
年
度
の
役
員
体
制
が
承
認
さ

れ
神
奈
川
の
運
営
委
員
が
、
改
め
て
物
販
の

力
の
大
き
さ
と
ア
ポ
を
取
る
こ
と
の
重
要
性

を
強
調
し
、
「

月
集
会
結
集
と
戦
争
阻
止
、

11

岸
田
打
倒
、
社
会
を
変
え
る
闘
い
の
先
頭
に

立
と
う
」
と
訴
え
て
総
会
の
ま
と
め
を
提
起

し
た
。

第
２
部
の
懇
親
会
で
は
動
労
千
葉
の
各
支

部
組
合
員
が
お
礼
と
決
意
を
述
べ
、
渡
辺
書

記
長
が
闘
い
の
決
意
を
語
っ
た
。
そ
の
後
、

運
営
委
員
の
閉
会
あ
い
さ
つ
、
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
総
会
は
締
め
く
く
ら
れ
た
。

山
本
事
務
局
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ

支
援
す
る
会
は
結
成
か
ら

年
だ
。
動
労

36

千
葉
を
支
援
し
、
闘
い
に
学
び
な
が
ら
闘
っ

て
き
た
。
２
０
０
３
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
を
契

機
と
し
て
、
労
働
者
の
国
際
連
帯
と
い
う
領

域
ま
で
飛
躍
で
き
た
。

私
た
ち
が
基
調
と
す
る
闘
い
の
ベ
ー
ス
は
、

動
労
千
葉
が
切
り
開
い
た
反
合
・
運
転
保
安

闘
争
路
線
、
そ
れ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
階
級
的

労
働
運
動
だ
。「
敵
を
絶
対
に
曖
昧
に
し
な
い
」

と
い
う
運
動
、
階
級
の
一
員
と
し
て
そ
の
全

体
の
利
益
の
た
め
に
闘
い
抜
く
、
そ
の
路
線

を
学
び
取
っ
て
闘
っ
て
き
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
２
度

目
の
総
会
だ
。
軍
拡
と
排
外
主
義
が
世
界
を

覆
う
中
で
の
総
会
だ
。
久
留
里
線
廃
線
化
を

突
破
口
に
房
総
半
島
南
部
の
内
房
・
外
房
線

を
含
む
廃
線
攻
撃
も
そ
の
一
環
だ
。

こ
の
情
勢
に
棹
さ
す
方
向
に
連
合
が
動
い

て
い
る
。
連
合
の
特
に
指
導
部
は
「
雇
用
」

を
理
由
に
す
れ
ば
原
発
も
戦
争
も
徴
兵
も
良

い
と
い
う
方
向
に
流
れ
て
い
っ
て
い
る
。
日

本
の
労
働
運
動
を
連
合
指
導
部
に
蹂
躙
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
が
本
当
に
「
勝

利
ま
で
あ
と
一
歩
」
に
来
て
い
る
。
そ
の
一

歩
を
具
体
的
に
ど
う
突
破
し
て
い
く
か
が
問

わ
れ
て
い
る
。
物
販
オ
ル
グ
を
徹
底
的
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
契
機
に
連
合
支
配
を
掘

り
崩
し
て
い
き
た
い
。

動
労
千
葉
は
闘
い
と
組
織
を
次
の
世
代
に

継
い
で
い
く
奮
闘
を
し
て
い
る
。
こ
の
心
意

気
を
つ
か
み
切
っ
て
、

・

日
比
谷
野
音

11
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を
埋
め
尽
く
す
具
体
的
な
構
想
を
持
っ
て
闘

い
に
入
っ
て
い
き
た
い
。



７
月

日
、
外
房
線
と
地
域
を
守

23

る
会
は
、
勝
浦
市
内
で
、
第
４
回
定

期
総
会
を
開
催
し
た
。

ワ
ン
マ
ン
運
転
導
入
に
よ
る
安
全

性
・
利
便
性
に
関
す
る
千
葉
支
社
要

請
行
動
や
ロ
ー
カ
ル
線
廃
線
問
題
に

つ
い
て
の
首
長
と
の
懇
談
等
を
含
め

た
活
動
の
経
過
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
久
留
里
線
ー
房
総
廃
線
化
阻
止

に
向
け
て
内
房
、
外
房
、
久
留
里
の

３
会
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
、
ま
た
、
発
足
以
来
、
７
年
間
に

わ
た
っ
て
会
長
を
務
め
た
藤
平
さ
ん

が
退
任
し
、
新
た
に
早
川
新
会
長
の
選
任
を

満
場
一
致
で
確
認
す
る
な
ど
、
外
房
線
と
地

域
を
守
る
会
は
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。

地
域
に
根
ざ
し
た
運
動
を

総
会
の
冒
頭
、
藤
平
会
長
は
、
「
Ｊ
Ｒ
は
人

の
生
命
の
考
え
な
い
会
社
だ
。
ワ
ン
マ
ン
で

乗
客
が
骨
折
し
て
も
ホ
ー
ム
段
差
を
改
善
す

る
考
え
が
な
い
。
そ
れ
は
地
域
を
差
別
す
る

Ｊ
Ｒ
の
あ
り
方
だ
。
し
か
し
、
差
別
さ
れ
る

地
方
の
市
民
が
行
動
を
制
限
さ
れ
て
い
い
の

か
。
い
つ
も
犠
牲

に
な
る
の
は
地
方

の
市
民
だ
。
Ｊ
Ｒ

に
対
す
る
小
さ
な

運
動
で
も
途
絶
え

さ
せ
て
は
な
ら
な

い
。
ゴ
マ
メ
の
歯

ぎ
し
り
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
噛
ん

で
痛
み
を
理
解
さ

せ
、
政
治
に
反
映

さ
せ
る
。
内
房
、

外
房
、
久
留
里
の

会
の
運
動
を
基
盤
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
運

動
を
進
め
よ
う
」
と
訴
え
た
。

線
路
を
存
続
さ
せ
地
域
活
性
化
を

来
賓
と
し
て
、
沿
岸
漁
業
の
関
係
者
か
ら
、

漁
業
と
鉄
道
を
活
用
し
た
活
性
化
に
関
す
る

あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
次
に
内
房
線
と
地
域

を
守
る
会
・
梅
澤
代
表
、
久
留
里
線
と
地
域

を
守
る
会
・
三
浦
代
表
か
ら
あ
い
さ
つ
が
行

わ
れ
た
。

梅
澤
代
表
は
、
「
久
留
里
線
が
廃
線
協
議
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
が
利
用
者
が
少
な
い
の

は
私
た
ち
の
責
任
で
は
な
く
、
不
便
に
し
利

用
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
Ｊ
Ｒ
の
責
任
だ
。

久
留
里
線
の
廃
線
阻
止
へ
、
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
た
。

三
浦
代
表
は
、
「
今
、
久
留
里
線
が
廃
線
の

や
り
玉
に
上
が
っ
て
い
る
が
、
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
認
め
た
ら
内
房
線
や
外
房
線

へ
と
拡
大
す
る
か
ら
だ
。
線
路
を
存
続
さ
せ

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
明
ら
か
に
し
た
。

ビ
デ
オ
上
映
後
、
議
事
に
入
り
、

年
度

23

活
動
方
針
案
等
が
提
起
さ
れ
、
質
疑
の
後
、

一
括
し
て
採
択
さ
れ
た
。
そ
し
て
臨
時
幹
事

会
を
経
て

年
度
の
役
員
体
制
が
発
表
さ
れ
、

23

新
た
に
早
川
会
長
が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、

７
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
会
長
を
務
め
た
藤

平
さ
ん
は
顧
問
に
就
任
し
た
。

早
川
新
会
長
は
、
「
藤
平
さ
ん
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
は
及
び
ま
せ
ん
が
、
幹
事
や
会
員
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
尽
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
決
意
を
表
明
し
た
。

最
後
に
、
関
副
会
長
か
ら
、
「
内
房
線
、
外

房
線
、
久
留
里
の
３
会
が
呼
び
か
け
る
久
留

里
線
廃
線
に
反
対
す
る
集
会
が
８
月
に
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
外
房
線
か
ら
も
参
加
を
」
と

訴
え
、
第
４
回
外
房
線
と
地
域
を
守
る
会
総

会
は
成
功
裡
に
終
了
し
た
。

第
４
回
外
房
線
と
地
域
を
守
る
会
総
会
を
開
催



沿
線
住
民
説
明
会

久
留
里
線
存
続
の
声
が
圧
倒
！

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
久
留
里
線
・
久
留
里
〜

上
総
亀
山
間
を
対
象
に
し
て
千
葉
県
と
君
津

市
に
協
議
の
申
し
入
れ
を
行
い
、
５
月
に
「
Ｊ

Ｒ
久
留
里
線
（
久
留
里
・
上
総
亀
山
間
）
沿

線
地
域
交
通
検
討
会
議
」
を
設
置
し
た
。
検

討
会
で
は
住
民
代
表
か
ら
「
沿
線
地
域
で
住

民
説
明
会
を
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が

出
さ
れ
、
６
月
１
日
（
亀
山
地
区
）
、
７
月
12

日
（
松
丘
地
区
）
、
同

日
（
久
留
里
地
区
）

15

に
説
明
会
が
行
わ
れ
、
各
説
明
会
に
は
沿
線

住
民
な
ど
が
詰
め
か
け
「
久
留
里
線
の
廃
線

に
反
対
」
「
久
留
里
線
の
存
続
を
」
等
の
意
見

が
相
次
ぐ
状
況
だ
っ
た
。

◇
久
留
里
〜
上
総
亀
山
間
は
昼
間
５
時
間
半

も
列
車
が
来
な
い
。
利
用
し
た
く
て
も
利
用

で
き
な
い
。

◇
豊
か
な
観
光
資
源
を
活
か
し
、
利
用
者
の

誘
致
を
や
っ
て
ほ
し
い
。
廃
線
に
し
な
い
で

ほ
し
い
。

◇
列
車
が
久
留
里
止
ま
り
の
た
め
（
子
供
の
）

部
活
が
で
き
ず
悔
し
い
思
い
を
し
た
。（
亀
山
）

〇
国
鉄
分
割
・
民
営
化
時
に
「
ロ
ー
カ
ル
線

廃
止
は
し
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
。
そ
れ
で

も
廃
線
か
。

〇
過
疎
化
対
策
と
し
て
も
鉄
道
は
活
性
化
に

つ
な
が
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

〇
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
松
丘
駅
を
掃
除
し
て
い

る
。
駅
は
玄
関
だ
。
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。

（
松
丘
）

□
Ｊ
Ｒ
は
公
共
交
通
の
考
え
方
が
薄
れ
て
い

る
。

□
亀
山
で
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
も
帰
る
列
車

が
な
い
。
使
い
た
い
が
使
い
に
く
い
。

□
地
域
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
検
討
会

に
久
留
里
の
会
や
ロ
ー
カ
ル
線
を
研
究
し
て

い
る
学
者
を
入
れ
て
ほ
し
い
。
（
久
留
里
）

ロ
ー
カ
ル
線
４
割
ー
房
総
廃
線
化
を

阻
止
し
よ
う
！

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
公
表
し
た
ロ
ー
カ
ル
線
の

収
支
に
よ
っ
て
営
業
路
線
の
４
割
を
廃
線
に

し
よ
う
と
狙
っ
て
お
り
、
そ
の
最
初
の
対
象

が
久
留
里
線
・
久
留
里
〜
上
総
亀
山
間
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
も
久
留
里
線
の
廃
線
問
題

は
、
久
留
里
線
に
と
ど
ま
ら
ず
内
房
線
・
館

山
〜
安
房
鴨
川
間
、
外
房
線
・
勝
浦
〜
安
房

鴨
川
間
の
廃
線
化
と
し
て
波
及
し
か
ね
な
い

重
大
な
問
題
だ
。

こ
う
し
た
中
で
今
回
、
久
留
里
、
内
房
、

外
房
の
３
団
体
が
集
会
を
呼
び
か
け
た
こ
と

は
、
房
総
半
島
に
お
け
る
廃
線
化
攻
撃
を
粉

砕
し
て
ロ
ー
カ
ル
線
と
地
域
を
守
り
抜
く
う

え
で
も
極
め
て
重
要
な
闘
い
だ
。

久
留
里
線
の
廃
線
化
攻
撃
粉
砕
！
８
月2

7

日

の
講
演
集
会
に
総
力
を
あ
げ
て
結
集
し
よ

う
！

な
く
す
な
！
久
留
里
線

８
・

講
演
集
会

27

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
よ
る
久
留
里
線
廃
線
化
攻
撃
に
対
し

て
、
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
、
内
房
線
と
地
域
を

守
る
会
、
外
房
線
と
地
域
を
守
る
会
の
３
団
体
の
呼
び

か
け
に
よ
り
「
な
く
す
な
！
久
留
里
線

８
／

講
演

27

集
会
」
が
、
８
月

日
、
久
留
里
駅
前
の
上
総
公
民
館

27

（
上
総
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）
で
開
催
さ
れ
る
。
支
援

す
る
会
も
全
力
で
結
集
し
、
地
域
住
民
と
一
体
と
な
り

久
留
里
線
廃
線
を
阻
止
し
よ
う
。



７
月

日
の
「
海
の
日
」
、
千
葉
県
弁

17

護
士
会
館
で
、
「
流
す
な
汚
染
水
！
と
め

よ
う
原
発
集
会
」
が
１
１
０
名
の
結
集
で

開
催
さ
れ
、
そ
の
後
、
東
電
千
葉
支
社
に

向
か
っ
て
デ
モ
が
行
わ
れ
た
。
主
催
し
た

「
汚
染
水
を
流
す
な
！
千
葉
県
実
行
委
」

に
は
動
労
千
葉
も
団
体
賛
同
し
、
４
月
29

日
の
集
会
に
続
い
て
参
加
し
た
。

集
会
で
は
、
原
発
事
故
で
被
ば
く
し
た

牛
を
殺
処
分
せ
ず
飼
育
を
続
け
て
い
る
福

島
県
浪
江
の
「
希
望
の
牧
場
」
代
表
、
吉

沢
正
巳
さ
ん
（
四
街
道
市
出
身
）
が
講
演

し
、
事
故
直
後
の
状
況
を
説
明
し
、
「
事

故
か
ら

年
が
経
過
し
た
も
の
の
、
２
万

12

人
が
避
難
先
か
ら
戻
っ
て
き
て
い
な
い
」

と
、
現
在
の
福
島
の
現
状
を
報
告
し
た
。

そ
し
て
「
い
よ
い
よ
汚
染
水
が
流
さ
れ
始

め
る
。
福
島
県
民
ら
の
食
生
活
を
直
撃
す
る

こ
と
に
な
る
」
と
切
迫
す
る
放
出
策
動
を
弾

劾
し
、
「
決
死
救
命
団
結
！
」
、
共
に
立
ち
上

が
ろ
う
と
訴
え
た
。

続
い
て
、
実
行
委
員
会
の
吉
沢
広
史
さ
ん

が
、
今
国
会
で
成
立
し
た
Ｇ
Ｘ
法
の
悪
辣
性

を
暴
露
し
、
「
脱
炭
素
」
を
看
板
に
し
て
原
発

の
存
続
と
原
子
力
産
業
の
拡
大
を
狙
っ
て
い

る
事
を
明
ら
か
に
し
た
。

最
後
に
集
会
決
議
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

全
体
で
承
認
さ
れ
た
。
後
日
、
東
電
千
葉
支

社
と
千
葉
県
庁
へ
の
申
し
入
れ
行
動
を
行
う

こ
と
が
提
起
さ
れ
た
。

政
府
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
包
括
報
告
書
を
「
お

墨
付
き
」
と
し
、
「
丁
寧
な
説
明
と
理
解
」
を

繰
り
返
す
だ
け
で
、
海
洋
放
出
を
強
行
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
韓
国
で
は
「
核
汚
染
水
放

出
反
対
」
の
十
万
規
模
の
集
会
や
全
国
各
地

で
集
会
デ
モ
が
連
日
行
わ
れ
て
い
る
。
７
月

３
日
〜

日
の
民
主
労
総
ゼ
ネ
ス
ト
闘
争
（

15

40

万
人
が
決
起
）
の
主
要
課
題
の
一
つ
と
し
て

「
核
汚
染
水
海
洋
投
棄
中
断
」
を
掲
げ
闘
い

抜
い
た
。
動
労
千
葉
は
こ
の
民
主
労
総
の
闘

い
に
応
え
る
意
味
で
も
、
７
月

日
東
京
電

21力

本

社

に

対

し

て

、

３

・

反

11

原

発

福

島

行

動

実

行

委

、

Ｎ

Ａ

Ｚ

Ｅ

Ｎ

の

三

者

の

共

同

申

し

入

れ
を
行
い
、

新

橋

デ

モ

に

決

起

し

た
。

流
す
な
汚
染
水
！
止
め
よ
う
原
発
！

千
葉
で
集
会
と
デ
モ

東電本社に申入れる 中村副委員長

汚
染
水
の
海
洋
投
棄
を
中
止
し
ろ
！

７
月

日
東
電
申
し
入
れ

21



７
月

日
、
茨
城
県
い
わ
き
市
労
働
福
祉
会

30

館
に
お
い
て
、
「
原
発
汚
染
水
を
海
に
流
す

な
！
い
わ
き
行
動
」
が
、

３
・

反
原
発
福
島
行

11

動
実
行
委
員
会
の
主
催

で
開
か
れ
た
。
動
労
千

葉
も
動
労
総
連
合
水
戸

の
よ
び
か
け
で
急
き
ょ

駆
け
つ
け
た
。
会
場
は

満
杯
で
人
が
溢
れ
、
冷

房
が
効
か
な
い
ほ
ど
で

あ
っ
た
。

全
国
か
ら
の
訴
え
の

冒
頭
に
動
労
千
葉
・
関

委
員
長
が
た
ち
、
韓
国

で
は
、
汚
染
水
海
洋
投

棄
反
対
の
闘
い
が
大
き

く
巻
き
起
こ
っ
て
お

り
、
民
主
労
総
の
仲
間

が
反
対
の
先
頭
に
起
ち

あ
が
っ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
、
労
働
組
合
と

し
て
核
と
戦
争
に
絶
対

に
反
対
し
て
い
く
こ
と
、

月
労
働
者
集
会

11

へ
の
結
集
を
訴
え
た
。

総
連
合
水
戸
の
照
沼
委
員
長
は
、
自
身
が

被
曝
労
働
に
直
面
す
る
な
か
動
労
水
戸
へ
の

結
集
を
決
意
し
た
経
緯
に
触
れ
、
戦
争
反
対

を
貫
く
労
働
組
合
と
し
て
被
曝
労
働
を
拒
否

す
る
闘
い
が
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
時
代
に
闘

う
労
働
組
合
を
復
権
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
だ
と
訴
え
た
。

総
連
合
水
戸
の
石
井
書
記

長
の
基
調
報
告
を
は
さ
ん
で
、

京
都
府
職
員
労
組
舞
鶴
支
部
、

三
里
塚
反
対
同
盟
、
全
学
連
、

８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
実

行
委
な
ど
か
ら
熱
烈
な
ア
ピ

ー
ル
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
福
島
か
ら
新
地
町

漁
民
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

希
望
の
牧
場
よ
し
ざ
わ
の
吉

沢
正
巳
さ
ん
、
原
発
労
働
者

か
ら
「
汚
染
水
放
出
は
今
か

ら
で
も
阻
止
で
き
る
」
「
（
闘

い
の
）
覚
悟
は
い
い
か
」
等

の
檄
が
飛
ば
さ
れ
た
。

集
会
後
、
た
だ
ち
に
い
わ

き
駅
に
向
か
っ
て
デ
モ
に
出

発
。
熱
い
一
日
を
闘
い
ぬ
い

た
。

７
月

〜
８
月
１
日
、
日
本
の
汚
染
水
海
洋

29

投
棄
に
反
対
し
て
韓
国
か
ら
ヤ
ン
ギ
ョ
ン
ス

委
員
長
は
じ
め
９
名
の
民
主
労
総
代
表
団
が

訪
日
。
動
労
千
葉
か
ら
渡
辺
書
記
長
、
山
田

護
特
別
執
行
委
員
が
ソ
ウ
ル
本
部
キ
ム
ホ
ジ

ュ
ン
事
務
所
長
ら
と
合
流
。
と
も
に
声
を
上

げ
た
。

原
発
汚
染
水
を
海
に
流
す
な
！

７･

い
わ
き
行
動

30

核
汚
染
水
海
洋
投
棄
阻
止
！

民
主
労
総
が
来
日


